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付録：分析対象曲 14 曲の楽譜 
  
 付録として、本論文の分析対象曲である 14 曲の楽譜を載せる。これらは筆者が録音資料
から採譜した旋律の楽譜である。その内容を以下に示す。 
 







 フン・デル・フペの 3 曲 
4）エイブ・エレンクリッグのイディッシュ楽団による《フン・デル・フペ》の楽譜 
 この曲（演奏）のテンポは♩＝122～132 である。 
5）I・J・ホフマンのイディッシュ楽団による《フン・デル・フペ》の楽譜 
 この曲（演奏）のテンポは♩＝76~84 である。 
6）ハリー・カンデルの楽団による《フレイラハ・フン・デル・フペ》の楽譜 
 この曲（演奏）のテンポは♩＝90～96 である。 










 ブロイゲス・タンツの 3 曲 
10）ハリー・カンデル楽団による≪デル・ブロイゲス・タンツ≫の楽譜 
 この曲（演奏）のテンポは、A、B セクションは♩＝70 であり、C、D、E、F セクシ
ョンは♩＝120 となる。 
11）ペレツ・サンドラー楽団による≪ブロイゲス・タンツ≫の楽譜 









 カレ・バゼツンの 2 曲 
13）デイブ・タラス《デイビッドル・バゼツト・デ・カレ》より前半のカレ・バゼツン
の部分の楽譜 
 この曲（演奏）のテンポは一定ではなく、変動幅が大きい。 
14）ジョゼフ・チェルニャフスキのイディッシュ＝アメリカン・ジャズバンドによる《カ
レ・バゼツンとフレイラハ》より前半のカレ・バゼツンの部分の楽譜 
 この曲（演奏）のテンポも一定ではなく、変動幅が大きい。 
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